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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調制御を実行する演算装置を備える空気調和機室内機であって、前記演算装置は、
　操作機器から送信された操作信号の内容に基づいて、アクチュエータの動作を制御する
アクチュエータ制御部と、
　オプション機器と通信を行う通信部と、
　前記空気調和機室内機に前記オプション機器が接続されているか否かを判定するオプシ
ョン機器接続判定部と、
　前記オプション機器の接続有無の判定結果に基づいて、前記アクチュエータの動作停止
中である待機時における前記演算装置の待機電力を低減する処理を切り替えて実行する待
機電力制御部と、
　を備え、
　前記演算装置において前記操作機器から運転停止の操作信号を受信した場合、
　前記待機電力制御部は、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていないと判定
された場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記
演算装置の動作を停止する制御を行い、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていると判定さ
れた場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記演
算装置の前記待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行う、



(2) JP 6537697 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする空気調和機室内機。
【請求項２】
　空調制御を実行する演算装置を備える空気調和機室内機であって、前記演算装置は、
　操作機器から送信された操作信号の内容に基づいて、アクチュエータの動作を制御する
アクチュエータ制御部と、
　オプション機器と通信を行う通信部と、
　前記空気調和機室内機に前記オプション機器が接続されているか否かを判定するオプシ
ョン機器接続判定部と、
　前記オプション機器の接続有無の判定結果に基づいて、前記アクチュエータの動作停止
中である待機時における前記演算装置の待機電力を低減する処理を切り替えて実行する待
機電力制御部と、
　を備え、
　前記待機電力制御部は、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていないと判定
された場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記
演算装置の動作を停止する制御を行い、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていると判定さ
れた場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記演
算装置の前記待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行い、
　前記通信部を第１の通信部とする場合に、前記演算装置は、さらに、
　室外機と通信を行う第２の通信部と、
　前記室外機との通信を遮断する制御を行う室外機通信遮断部と、
　を備え、
　前記アクチュエータ制御部は、前記室外機通信遮断部によって前記室外機との通信が遮
断されていない場合、前記オプション機器との接続有無に関らず、前記室外機が備えるア
クチュエータ以外のアクチュエータの動作を停止し、
　前記室外機通信遮断部によって前記室外機との通信が遮断されている場合、
　前記待機電力制御部は、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていないと判定
された場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記
演算装置の動作を停止する制御を行い、
　前記オプション機器接続判定部において前記オプション機器が接続されていると判定さ
れた場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、前記演
算装置の前記待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行う、
　ことを特徴とする空気調和機室内機。
【請求項３】
　空調制御を実行する演算装置を備える空気調和機室内機であって、前記演算装置は、
　操作機器から送信された操作信号の内容に基づいて、アクチュエータの動作を制御する
アクチュエータ制御部と、
　オプション機器と通信を行う通信部と、
　前記空気調和機室内機に接続されている前記オプション機器の種類を判定するオプショ
ン機器種類判定部と、
　前記オプション機器の種類の判定結果に基づいて、前記アクチュエータの動作停止中で
ある待機時における前記演算装置の待機電力を低減する処理を切り替えて実行する待機電
力制御部と、
　を備え、
　前記演算装置において前記操作機器から運転停止の操作信号を受信した場合、
　前記待機電力制御部は、
　前記オプション機器種類判定部において第１の種類のオプション機器が接続されている
と判定された場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後
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、前記演算装置の動作を停止する制御を行い、
　前記オプション機器種類判定部において第２の種類のオプション機器が接続されている
と判定された場合、前記アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後
、前記演算装置の前記待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行う、
　ことを特徴とする空気調和機室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オプション機器と接続可能な空気調和機室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の室内機には、待機時において、オプション機器と接続している場合
は直流電源の出力電圧を低下させず、オプション機器と接続していない場合は直流電源の
出力電圧を低下させて、待機時の電力を低減するものがある（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１６２９５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の技術によれば、室内機は、オプション機器との通信のため待
機時でもマイコンのＣＰＵ（Central　Processing　Unit）を運転時と同様に駆動してい
る。そのため、室内機は、待機時でも一定の電力を消費し続ける、という問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、待機時の消費電力を低減可能な空気調
和機室内機を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る空気調和機室内機は、空
調制御を実行する演算装置を備える。演算装置は、操作機器から送信された操作信号の内
容に基づいてアクチュエータの動作を制御するアクチュエータ制御部と、オプション機器
と通信を行う通信部と、空気調和機室内機にオプション機器が接続されているか否かを判
定するオプション機器接続判定部と、オプション機器の接続有無の判定結果に基づいてア
クチュエータの動作停止中である待機時における演算装置の待機電力を低減する処理を切
り替えて実行する待機電力制御部を備える。演算装置において操作機器から運転停止の操
作信号を受信した場合、待機電力制御部は、オプション機器接続判定部においてオプショ
ン機器が接続されていないと判定された場合、アクチュエータ制御部の制御によるアクチ
ュエータの動作停止後、演算装置の動作を停止する制御を行う。また、待機電力制御部は
、オプション機器接続判定部においてオプション機器が接続されていると判定された場合
、アクチュエータ制御部の制御によるアクチュエータの動作停止後、演算装置の待機時の
処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機室内機は、待機時の消費電力を低減できる、という効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る室内機およびオプション機器の構成例を示すブロック図
【図２】実施の形態１に係る室内機において待機時の消費電力を低減する制御内容を切り
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替える処理を示すフローチャート
【図３】実施の形態１に係る室内機の演算装置をＣＰＵおよびメモリで構成する場合の例
を示す図
【図４】実施の形態２に係る空気調和機およびオプション機器の構成例を示すブロック図
【図５】実施の形態２に係る室内機において待機時の消費電力を低減する制御内容を切り
替える処理を示すフローチャート
【図６】実施の形態３に係る室内機およびオプション機器の構成例を示すブロック図
【図７】実施の形態３に係る室内機において待機時の消費電力を低減する制御内容を切り
替える処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態に係る空気調和機室内機を図面に基づいて詳細に説明する
。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１０】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る室内機１およびオプション機器５の構成例を示す
ブロック図である。室内機１は、図示しない室外機およびワイヤレスリモコンなどととも
に空気調和機を構成する空気調和機室内機である。オプション機器５は、標準的な空気調
和機に対して、選択的に機能を付加することが可能な機能部品である。
【００１１】
　室内機１の構成について説明する。室内機１は、演算装置２を備える。演算装置２は、
室内機１の動作などを制御するマイコンにおいて、空調制御を実行するものであり、例え
ばＣＰＵである。演算装置２は、操作信号受信部１０と、操作内容判定部１１と、アクチ
ュエータ制御部１２と、通信部１３と、オプション機器接続判定部１４と、待機電力制御
部１５と、を備える。
【００１２】
　操作信号受信部１０は、ワイヤレスリモコンなどの操作機器から送信された空気調和機
に対する操作信号を受信する。操作信号受信部１０は、受信した操作信号を操作内容判定
部１１へ出力する。
【００１３】
　操作内容判定部１１は、操作信号受信部１０で受信された操作信号が正常か異常かの判
定を行う。操作内容判定部１１は、操作信号が正常であると判定した場合、操作信号の内
容の解析を行う。操作内容判定部１１は、解析結果である操作信号の内容をアクチュエー
タ制御部１２へ出力する。
【００１４】
　アクチュエータ制御部１２は、操作内容判定部１１による解析結果である操作信号の内
容に基づいて、空気調和機の運転開始または停止、風速の制御、風向の制御などの空調制
御を、スイッチ、モータ、ファンモータなどのアクチュエータの動作を制御して実行する
。アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況を待機電力制御部１５へ通知
する。
【００１５】
　通信部１３は、オプション機器５の通信部５０との間で通信を行う第１の通信部である
。
【００１６】
　オプション機器接続判定部１４は、通信部１３とオプション機器５との間の通信状態に
基づいて、室内機１にオプション機器５が接続されているか否かを判定する。オプション
機器接続判定部１４は、室内機１にオプション機器５が接続されているか否かの判定結果
を待機電力制御部１５へ通知する。
【００１７】
　待機電力制御部１５は、アクチュエータ制御部１２によるアクチュエータの動作状況、
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およびオプション機器接続判定部１４によるオプション機器５の接続有無の判定結果に基
づいて、室内機１の運転停止中、すなわちアクチュエータの動作停止中である待機時にお
ける演算装置２の待機電力を低減する処理を切り替えて実行する。
【００１８】
　オプション機器５の構成について説明する。オプション機器５は、通信部５０を備える
。通信部５０は、室内機１の通信部１３との間で通信を行う。
【００１９】
　つづいて、室内機１において、待機時の消費電力を低減する動作について説明する。図
２は、実施の形態１に係る室内機１において待機時の消費電力を低減する制御内容を切り
替える処理を示すフローチャートである。
【００２０】
　まず、室内機１において、操作信号受信部１０は、ワイヤレスリモコンなどの操作機器
から運転停止の操作信号を受信する。操作内容判定部１１は、操作信号が正常と判定して
操作信号を解析し、操作信号の内容が運転停止と判定する（ステップＳ１）。
【００２１】
　オプション機器接続判定部１４は、通信部１３の通信状態に基づいて、室内機１にオプ
ション機器５が接続されているか否かを判定する（ステップＳ２）。オプション機器接続
判定部１４は、例えば、通信部１３とオプション機器５の通信部５０との間で通信が一回
でも正常に行われている、または通信部１３とオプション機器５の通信部５０との間で一
定時間経過するまで正常に通信が行われている、または通信部１３とオプション機器５の
通信部５０との間で特定の信号を送受信出来ているなどの場合、室内機１にオプション機
器５が接続されていると判定する。オプション機器接続判定部１４は、例えば、前述の３
つのいずれにも該当しない場合、室内機１にオプション機器５が接続されていないと判定
する。オプション機器接続判定部１４は、室内機１にオプション機器５が接続されている
か否かの判定結果を、待機電力制御部１５へ通知する。
【００２２】
　オプション機器接続判定部１４において室内機１にオプション機器５が接続されていな
いと判定した場合（ステップＳ２：Ｎｏ）、アクチュエータ制御部１２は、運転停止とい
う操作信号の内容に基づいて、空気調和機の運転を停止するため、風速の制御、風向の制
御などに使用する全てのアクチュエータの動作を停止する制御を行う（ステップＳ３）。
【００２３】
　アクチュエータ制御部１２は、全てのアクチュエータが停止しているか否かを判定する
（ステップＳ４）。停止していないアクチュエータがある場合（ステップＳ４：Ｎｏ）、
アクチュエータ制御部１２は、全てのアクチュエータが停止するまで待機する。アクチュ
エータには、運転停止の制御によってすぐに動作を停止するもの、および動作を停止する
までに一定の時間がかかるものがあるためである。アクチュエータ制御部１２は、アクチ
ュエータの動作状況として、動作中のアクチュエータがある旨を待機電力制御部１５へ通
知する。
【００２４】
　全てのアクチュエータが停止した場合（ステップＳ４：Ｙｅｓ）、アクチュエータ制御
部１２は、アクチュエータの動作状況として、全てのアクチュエータが停止した旨を待機
電力制御部１５へ通知する。
【００２５】
　待機電力制御部１５は、オプション機器接続判定部１４からの室内機１にオプション機
器５が接続されていない旨の判定結果、およびアクチュエータ制御部１２からの全てのア
クチュエータが停止した旨の動作状況の通知により、待機時の消費電力低減のため、待機
時の消費電力をより抑えるべく演算装置２の動作を停止する制御を行う（ステップＳ５）
。
【００２６】
　ステップＳ２に戻って、オプション機器接続判定部１４において室内機１にオプション
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機器５が接続されていると判定した場合（ステップＳ２：Ｙｅｓ）、アクチュエータ制御
部１２は、運転停止という操作信号の内容に基づいて、オプション機器５との通信は継続
するものの空気調和機の運転を停止するため、オプション機器５以外のアクチュエータの
動作を停止する制御を行う（ステップＳ６）。
【００２７】
　アクチュエータ制御部１２は、オプション機器５との通信を除いてアクチュエータが停
止しているか否かを判定する（ステップＳ７）。停止していないアクチュエータがある場
合（ステップＳ７：Ｎｏ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータが停止するま
で待機する。アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、動作中の
アクチュエータがある旨を待機電力制御部１５へ通知する。
【００２８】
　オプション機器５との通信を除いてアクチュエータが停止した場合（ステップＳ７：Ｙ
ｅｓ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、オプション機
器５との通信を除いてアクチュエータが停止した旨を待機電力制御部１５へ通知する。
【００２９】
　待機電力制御部１５は、オプション機器接続判定部１４からの室内機１にオプション機
器５が接続されている旨の判定結果、およびアクチュエータ制御部１２からのオプション
機器５との通信を除いてアクチュエータが停止した旨の動作状況の通知により、待機時の
消費電力低減のため、オプション機器５との通信が出来る状態まで演算装置２の処理速度
を遅くする制御を行う（ステップＳ８）。すなわち、待機電力制御部１５は、演算装置２
の待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行う。
【００３０】
　このように、待機電力制御部１５は、オプション機器接続判定部１４からの室内機１に
オプション機器５が接続されているか否かの判定結果、およびアクチュエータ制御部１２
からのアクチュエータの動作状況の通知に基づいて、演算装置２の待機時の消費電力を低
減するため、運転停止中の演算装置２に対する制御内容を切り替える。
【００３１】
　つづいて、室内機１のハードウェア構成について説明する。室内機１において、操作信
号受信部１０、操作内容判定部１１、アクチュエータ制御部１２、通信部１３、オプショ
ン機器接続判定部１４、および待機電力制御部１５を含む演算装置２は処理回路により実
現される。すなわち、室内機１は、操作信号を受信し、操作信号の内容を解析し、アクチ
ュエータを制御し、オプション機器５と通信を行い、オプション機器５が接続されている
か否かを判定し、待機時における演算装置２の待機電力を低減する処理を切り替えて実行
するための処理回路を備える。処理回路は、メモリに格納されるプログラムを実行するＣ
ＰＵおよびメモリである。
【００３２】
　図３は、実施の形態１に係る室内機１の演算装置２をＣＰＵおよびメモリで構成する場
合の例を示す図である。処理回路がＣＰＵ９１およびメモリ９２で構成される場合、演算
装置２の各機能は、ソフトウェア、ファームウェア、またはソフトウェアとファームウェ
アとの組み合わせにより実現される。ソフトウェアまたはファームウェアはプログラムと
して記述され、メモリ９２に格納される。処理回路では、メモリ９２に記憶されたプログ
ラムをＣＰＵ９１が読み出して実行することにより、各機能を実現する。すなわち、室内
機１は、演算装置２が処理回路により実行されるときに、操作信号を受信するステップ、
操作信号の内容を解析するステップ、アクチュエータを制御するステップ、オプション機
器５と通信を行うステップ、オプション機器５が接続されているか否かを判定するステッ
プ、待機時における演算装置２の待機電力を低減する処理を切り替えて実行するステップ
が結果的に実行されることになるプログラムを格納するためのメモリ９２を備える。また
、これらのプログラムは、室内機１の手順および方法をコンピュータに実行させるもので
あるともいえる。
【００３３】
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　ここで、ＣＰＵ９１は、処理装置、マイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ、プロ
セッサ、またはＤＳＰ（Digital　Signal　Processor）などであってもよい。また、メモ
リ９２とは、例えば、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory
）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭ（Erasable　Programmable　ＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ
（Electrically　ＥＰＲＯＭ）などの、不揮発性または揮発性の半導体メモリ、磁気ディ
スク、フレキシブルディスク、光ディスク、コンパクトディスク、ミニディスク、または
ＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc）などが該当する。このように、処理回路は、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはこれらの組み合わせによって、上述の各機能を実現する
ことができる。
【００３４】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、室内機１では、オプション機器５が接続
されているか否かによって、待機時の演算装置２の消費電力を低減する制御を自動的に切
り替えることとした。これにより、室内機１では、オプション機器５が接続されておらず
、全てのアクチュエータが動作を停止している運転停止中の場合、演算装置２を停止させ
ることにより、運転時および演算装置２の処理速度を遅くするときよりも演算装置２の消
費電力を低減することができる。また、室内機１では、オプション機器５が接続されてお
り、オプション機器５との通信を除いてアクチュエータが動作を停止している場合、演算
装置２の処理速度を遅くすることにより、演算装置２を停止するよりも演算装置２の消費
電力を低減することは出来ないものの、運転時よりも演算装置２の消費電力を低減するこ
とができる。
【００３５】
実施の形態２．
　実施の形態２では、室内機は、さらに、室外機との通信が遮断されているか否かによっ
て、空気調和機の消費電力を低減する制御を行う。実施の形態１と異なる部分について説
明する。
【００３６】
　図４は、本発明の実施の形態２に係る空気調和機４およびオプション機器５の構成例を
示すブロック図である。空気調和機４は、室内機１ａと、室外機３と、を備える。室内機
１ａは、室外機３および図示しないワイヤレスリモコンなどとともに空気調和機４を構成
する空気調和機室内機である。
【００３７】
　室内機１ａの構成について説明する。室内機１ａは、演算装置２ａを備える。演算装置
２ａは、室内機１ａの動作などを制御するマイコンにおいて、空調制御を実行する演算装
置である。演算装置２ａは、演算装置２の構成から、操作内容判定部１１および待機電力
制御部１５を削除し、操作内容判定部１１ａ、待機電力制御部１５ａ、通信部１６、室外
機接続判定部１７、および室外機通信遮断部１８を追加したものである。
【００３８】
　操作内容判定部１１ａは、操作内容判定部１１と同様の処理を行うが、解析結果である
操作信号の内容を、アクチュエータ制御部１２とともに室外機通信遮断部１８へ出力する
。
【００３９】
　通信部１６は、室外機３の通信部３０との間で通信を行う第２の通信部である。
【００４０】
　室外機接続判定部１７は、通信部１６と室外機３との通信状態に基づいて、室内機１ａ
に室外機３が接続されているか否かを判定する。
【００４１】
　室外機通信遮断部１８は、操作内容判定部１１ａによる解析結果である操作信号の内容
に基づいて、操作信号の内容が運転停止の場合、室外機３との通信を遮断する制御を行う
。
【００４２】
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　待機電力制御部１５ａは、アクチュエータ制御部１２によるアクチュエータの動作状況
、オプション機器接続判定部１４によるオプション機器５の接続有無の判定結果、および
室外機通信遮断部１８による室外機３との通信が遮断されたか否かの判定結果に基づいて
、室内機１ａの運転停止中の待機時における演算装置２ａの待機電力を低減する処理を切
り替えて実行する。
【００４３】
　室外機３の構成について説明する。室外機３は、通信部３０を備える。通信部３０は、
室内機１ａの通信部１６との間で通信を行う。
【００４４】
　つづいて、室内機１ａにおいて、待機時の消費電力を低減する動作について説明する。
図５は、実施の形態２に係る室内機１ａにおいて待機時の消費電力を低減する制御内容を
切り替える処理を示すフローチャートである。なお、ステップＳ１の処理は、実施の形態
１と同様である。
【００４５】
　室外機通信遮断部１８は、操作内容判定部１１ａからの運転停止の操作信号の内容に基
づいて、室外機３との通信を遮断する制御を行う。室外機通信遮断部１８は、室外機３と
の通信が遮断されているか否かを判定する（ステップＳ１１）。室外機通信遮断部１８は
、室外機３との通信を遮断する制御を実施後、室外機接続判定部１７からの通知により、
例えば、通信部１６において室外機３からの信号を正常に受信できない、または通信部１
６において一定時間内に室外機３からの信号を正常に受信できない、または通信部１６に
おいて室外機３からの信号を正常に受信出来ない回数が一定回数以上に達したなどの場合
、室外機３との通信が遮断したと判定する。室外機通信遮断部１８は、例えば、前述の３
つのいずれにも該当しない場合、室外機３との通信は遮断していないと判定する。室外機
通信遮断部１８は、室外機３との通信が遮断されているか否かの判定結果を、待機電力制
御部１５ａへ通知する。
【００４６】
　室外機通信遮断部１８において室外機３との通信が遮断されていると判定した場合（ス
テップＳ１１：Ｙｅｓ）、オプション機器接続判定部１４は、通信部１３の通信状態に基
づいて、室内機１ａにオプション機器５が接続されているか否かを判定する（ステップＳ
２）。以降のステップＳ２からステップＳ８までの処理は、実施の形態１と同様である。
【００４７】
　室外機通信遮断部１８において室外機３との通信が遮断されていないと判定した場合（
ステップＳ１１：Ｎｏ）、アクチュエータ制御部１２は、オプション機器５との接続有無
に関らず、運転停止という操作信号の内容に基づいて、通信部１６と室外機３との間で通
信は行われているものの空気調和機４の運転を停止するため、室外機３が備えるアクチュ
エータ以外のアクチュエータの動作を停止する制御を行う（ステップＳ１２）。室外機３
が備えるアクチュエータ以外のアクチュエータとは、例えば、室内機１ａが備えるアクチ
ュエータである。
【００４８】
　このように、待機電力制御部１５ａは、オプション機器接続判定部１４からの室内機１
ａにオプション機器５が接続されているか否かの判定結果、アクチュエータ制御部１２か
らのアクチュエータの動作状況の通知、および室外機通信遮断部１８からの室外機３との
通信が遮断されたか否かの判定結果に基づいて、演算装置２ａの待機時の消費電力を低減
するため、または空気調和機４の消費電力を低減するため、運転停止中の演算装置２ａに
対する制御内容を切り替える。室内機１ａでは、室外機３との通信が遮断していない場合
、待機電力制御部１５ａは演算装置２ａに対して消費電力を低減する処理はせず、アクチ
ュエータ制御部１２が、室外機３以外のアクチュエータの動作を停止する制御を行う。待
機電力制御部１５ａは、室外機３との通信が遮断している場合、実施の形態１の待機電力
制御部１５と同様の制御を行う。
【００４９】
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　なお、実施の形態２の室内機１ａについても、実施の形態１の室内機１と同様のハード
ウェア構成により実現される。そのため、詳細な説明については省略する。
【００５０】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、室内機１ａでは、オプション機器５が接
続されているか否か、および室外機３との通信が遮断されたか否かによって、待機時の演
算装置２ａの消費電力を低減する制御を自動的に切り替えることとした。これにより、室
内機１ａでは、室外機３との通信が遮断されており、オプション機器５が接続されておら
ず、全てのアクチュエータが動作を停止している運転停止中の場合、演算装置２ａを停止
させることにより、運転時および演算装置２ａの処理速度を遅くするときよりも演算装置
２ａの消費電力を下げることができる。また、室内機１ａでは、室外機３との通信が遮断
されており、オプション機器５が接続されており、オプション機器５との通信を除いてア
クチュエータが動作を停止している場合、演算装置２ａの処理速度を遅くすることにより
、演算装置２ａを停止するよりも演算装置２ａの消費電力を下げることは出来ないものの
、運転時よりも演算装置２ａの消費電力を下げることができる。また、室内機１ａでは、
室外機３との通信が遮断していない場合、室外機３との通信を行っているものの運転停止
制御を行うことにより、運転時よりも空気調和機４の消費電力を低減することができる。
【００５１】
実施の形態３．
　実施の形態３では、室内機は、接続されているオプション機器の種類によって、待機時
の演算装置の消費電力を低減する制御を自動的に切り替える。実施の形態１と異なる部分
について説明する。
【００５２】
　図６は、本発明の実施の形態３に係る室内機１ｂおよびオプション機器５ｂの構成例を
示すブロック図である。室内機１ｂは、図示しない室外機およびワイヤレスリモコンなど
とともに空気調和機を構成する空気調和機室内機である。オプション機器５ｂは、標準的
な空気調和機に対して、選択的に機能を付加することが可能な機能部品である。
【００５３】
　室内機１ｂの構成について説明する。室内機１ｂは、演算装置２ｂを備える。演算装置
２ｂは、室内機１ｂの動作などを制御するマイコンにおいて、空調制御を実行する演算装
置である。演算装置２ｂは、演算装置２の構成から、通信部１３、オプション機器接続判
定部１４、および待機電力制御部１５を削除し、通信部１３ｂ、オプション機器種類判定
部１９、および待機電力制御部１５ｂを追加したものである。
【００５４】
　通信部１３ｂは、オプション機器５ｂの通信部５０ｂとの間で通信を行う第１の通信部
である。通信部１３ｂは、オプション機器５ｂの通信部５０ｂとの間の通信により、オプ
ション機器５ｂの種類の情報を取得する。
【００５５】
　オプション機器種類判定部１９は、通信部１３ｂにおいて取得されたオプション機器５
ｂの種類の情報に基づいて、オプション機器５ｂの種類を判定する。
【００５６】
　待機電力制御部１５ｂは、アクチュエータ制御部１２によるアクチュエータの動作状況
、およびオプション機器種類判定部１９によるオプション機器５ｂの種類の情報に基づい
て、室内機１ｂの運転停止中、すなわちアクチュエータの動作停止中である待機時におけ
る演算装置２ｂの待機電力を低減する処理を切り替えて実行する。
【００５７】
　オプション機器５ｂの構成について説明する。オプション機器５ｂは、通信部５０ｂを
備える。通信部５０ｂは、室内機１ｂの通信部１３ｂとの間で通信を行う。通信部５０ｂ
は、室内機１ｂの通信部１３ｂとの間の通信において、オプション機器５ｂの種類の情報
を送信する。
【００５８】
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　つづいて、室内機１ｂにおいて、待機時の消費電力を低減する動作について説明する。
図７は、実施の形態３に係る室内機１ｂにおいて待機時の消費電力を低減する制御内容を
切り替える処理を示すフローチャートである。なお、ステップＳ１の処理は、実施の形態
１と同様である。
【００５９】
　オプション機器種類判定部１９は、通信部１３ｂから取得したオプション機器５ｂの情
報に基づいて、オプション機器５ｂの種類を判定する（ステップＳ２１）。オプション機
器種類判定部１９は、オプション機器５ｂとの通信が正常に行われた後、例えば、オプシ
ョン機器５ｂからの通信信号内に組み込まれたオプション機器５ｂの種類を示す情報に基
づいて、オプション機器５ｂの種類を判定する。ここでは、オプション機器５ｂの種類と
して、種類Ａおよび種類Ｂがあるものとする。待機電力制御部１５ｂには、予めオプショ
ン機器５ｂの種類Ａに対応する待機電力制御の内容、およびオプション機器５ｂの種類Ｂ
に対応する待機電力制御の内容が設定されているものとする。
【００６０】
　オプション機器種類判定部１９において室内機１ｂに接続されているオプション機器５
ｂの種類が第１の種類である種類Ａと判定した場合（ステップＳ２１：種類Ａ）、アクチ
ュエータ制御部１２は、運転停止という操作信号の内容に基づいて、オプション機器５ｂ
との通信は継続するものの空気調和機の運転を停止するため、オプション機器５ｂ以外の
アクチュエータの動作を停止する制御を行う（ステップＳ２２）。
【００６１】
　アクチュエータ制御部１２は、オプション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが
停止しているか否かを判定する（ステップＳ２３）。停止していないアクチュエータがあ
る場合（ステップＳ２３：Ｎｏ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータが停止
するまで待機する。アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、動
作中のアクチュエータがある旨を待機電力制御部１５ｂへ通知する。
【００６２】
　オプション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した場合（ステップＳ２３
：Ｙｅｓ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、オプショ
ン機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した旨を待機電力制御部１５ｂへ通知
する。
【００６３】
　待機電力制御部１５ｂは、オプション機器種類判定部１９からの室内機１ｂに接続され
ているオプション機器５ｂの種類の判定結果、およびアクチュエータ制御部１２からのオ
プション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した旨の動作状況の通知により
、待機時の消費電力低減のため、待機時の消費電力をより抑えるべく演算装置２ｂの動作
を停止する制御を行う（ステップＳ２４）。
【００６４】
　ステップＳ２１に戻って、オプション機器種類判定部１９において室内機１ｂに接続さ
れているオプション機器５ｂの種類が第２の種類である種類Ｂと判定した場合（ステップ
Ｓ２１：種類Ｂ）、アクチュエータ制御部１２は、運転停止という操作信号の内容に基づ
いて、オプション機器５ｂとの通信は継続するものの空気調和機の運転を停止するため、
オプション機器５ｂ以外のアクチュエータの動作を停止する制御を行う（ステップＳ２５
）。ここで、待機電力制御部１５ｂには、予めオプション機器５ｂの種類Ｂに対応する待
機電力制御が設定されているものとする。
【００６５】
　アクチュエータ制御部１２は、オプション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが
停止しているか否かを判定する（ステップＳ２６）。停止していないアクチュエータがあ
る場合（ステップＳ２６：Ｎｏ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータが停止
するまで待機する。アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、動
作中のアクチュエータがある旨を待機電力制御部１５ｂへ通知する。
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【００６６】
　オプション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した場合（ステップＳ２６
：Ｙｅｓ）、アクチュエータ制御部１２は、アクチュエータの動作状況として、オプショ
ン機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した旨の動作状況を待機電力制御部１
５ｂへ通知する。
【００６７】
　待機電力制御部１５ｂは、オプション機器種類判定部１９からの室内機１ｂに接続され
ているオプション機器５ｂの種類の判定結果、およびアクチュエータ制御部１２からのオ
プション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが停止した旨の動作状況の通知により
、待機時の消費電力低減のため、オプション機器５ｂとの通信が出来る状態まで演算装置
２ｂの処理速度を遅くする制御を行う（ステップＳ２７）。すなわち、待機電力制御部１
５ｂは、演算装置２ｂの待機時の処理速度を運転時の処理速度より遅くする制御を行う。
【００６８】
　このように、待機電力制御部１５ｂは、オプション機器種類判定部１９からの室内機１
ｂに接続されているオプション機器５ｂの種類の判定結果、およびアクチュエータ制御部
１２からのアクチュエータの動作状況の通知に基づいて、演算装置２ｂの待機時の消費電
力を低減するため、運転停止中の演算装置２ｂに対する制御内容を切り替える。
【００６９】
　なお、実施の形態３の室内機１ｂについても、実施の形態１の室内機１と同様のハード
ウェア構成により実現される。そのため、詳細な説明については省略する。
【００７０】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、室内機１ｂでは、接続しているオプショ
ン機器５ｂの種類によって、待機時の演算装置２ｂの消費電力を低減する制御を自動的に
切り替えることとした。これにより、室内機１ｂでは、第１の種類のオプション機器５ｂ
が接続され、オプション機器５ｂとの通信を除いてアクチュエータが動作を停止している
運転停止中の場合、演算装置２ｂを停止させることにより、運転時および演算装置２ｂの
処理速度を遅くするときよりも演算装置２ｂの消費電力を低減することができる。また、
室内機１ｂでは、第２の種類のオプション機器５ｂが接続され、オプション機器５ｂとの
通信を除いてアクチュエータが動作を停止している場合、演算装置２ｂの処理速度を遅く
することにより、演算装置２ｂを停止するよりも演算装置２ｂの消費電力を低減すること
は出来ないものの、運転時よりも演算装置２ｂの消費電力を低減することができる。
【００７１】
　以上の実施の形態に示した構成は、本発明の内容の一例を示すものであり、別の公知の
技術と組み合わせることも可能であるし、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、構成の一部
を省略、変更することも可能である。
【符号の説明】
【００７２】
　１，１ａ，１ｂ　室内機、２，２ａ，２ｂ　演算装置、３　室外機、４　空気調和機、
５，５ｂ　オプション機器、１０　操作信号受信部、１１　操作内容判定部、１２　アク
チュエータ制御部、１３，１３ｂ，１６，３０，５０，５０ｂ　通信部、１４　オプショ
ン機器接続判定部、１５，１５ａ，１５ｂ　待機電力制御部、１７　室外機接続判定部、
１８　室外機通信遮断部、１９　オプション機器種類判定部。
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